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策定委員会の検討内容について 1

都市計画マスタープラン 立地適正化計画

現状分析

住民アンケート調査（町民・高校生）

関係各課ヒアリング

主要課題の整理

まちづくりの理念・
都市計画の目標の検討

全体構想（将来都市構造、
分野別の方針）の検討

立地適正化に関する
基本方針の設定

都市機能誘導区域・
居住誘導区域の設定

第２回
策定委員会

第１回
策定委員会

【R3.2月15日】

【R3.6月23日】

目指すべき
都市像



策定委員会の検討内容について

第３回
策定委員会

誘導施設・誘導施策の
検討

地域別構想（久万地域、
面河地域、美川地域、
柳谷地域）の検討

防災指針の検討

実現化方策の検討
目標の達成状況に

関する評価方法の検討

計画（素案）の作成

パブリックコメント・住民説明会等の実施

都市計画審議会・議会への報告

計画の策定

第５回
策定委員会

【R3.10月22日】

【R3.12月23日】

2

都市計画マスタープラン 立地適正化計画

第４回
策定委員会

【R3.11月9日】



第３回・第４回策定委員会の振り返り 3

▶ 第3回・第4回策定委員会では、委員及び地域代表の方を
対象にグループワークを開催し、地域の魅力や課題、今後
必要な取組等について意見交換を実施

開催日 対象地域 班名 参加人数

10/22（金） 久万地域
A班 5名

B班 5名

11/9（火）

面河地域 A班 7名

美川地域 B班 7名

柳谷地域 C班 8名

面河地域

美川地域

柳谷地域

久万地域

■ 開催概要 ■ 地域区分



（参考）久万地域のグループワークの結果 4

○久万地域は“ふつう”の暮らしができる環境と自然環境のバランスの取れた地域である
○歩いて楽しめるまちなかづくりとして、歩行空間の整備等を官民連携で進めていく必要性がある
○周辺地域の自然の豊かさを活かした取組を積極的に行い、久万高原町の魅力を向上する

『笑顔でふつうに暮らせるまち』

『自然と共生した 暮らしやすいまち』
地域の
将来像



（参考）面河地域のグループワークの結果 5

○環境保全を行うことにより仁淀川
の清流を守るとともに面河渓を
活用した観光施策を重点的に
取り組むべき

○面河ダム等にあるキャンプ場や
道路、トイレ等の整備による
利便性・快適性向上を図る

○地域で活動する様々な団体が連携
し、今後のまちづくりを進めてい
くべき

『清流とやすらぎのさと』地域の
将来像



（参考）美川地域のグループワークの結果 6

○世界に誇る上黒岩岩陰遺跡の周辺
整備や道の駅みかわとの連携の
推進

○美川スキー場跡地や御三戸周辺等
をキャンプ場として活用したい

○公共交通空白地における交通利便
性向上や個別で実施されている買
い物支援等のスムーズな運行が
必要

『人と自然と文化が共存

するまち』

地域の
将来像



（参考）柳谷地域のグループワークの結果 7

○ガソリンスタンドやATMなど、
支所や小学校周辺を中心に
ライフラインを維持していくべき

○四国カルスト周辺の渋滞問題
（道路）など、ハード面での対応
をまず行うべき

○柳谷には３つの大字があるが、
順次、地域運営協議会が
立ち上がっているため、行政と
連携し、公共交通空白地対策も
含め、地域が一つとなって課題
解決に取り組みたい

『柳谷はひとつ』地域の
将来像



第３回・第４回策定委員会の振り返り 8

▶ 地域毎に意見をとりまとめ、分野別に整理（資料２参照）

都市計画マスタープラン（地域別構想）に反映

■ 分野別の整理

■ グループワークの成果



本日の議事 9

都市計画マスタープラン（素案）
について１．

２．立地適正化計画（素案）について

３．その他

立地
適正

都市
マス


